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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第２四半期
連結累計期間

第41期
第２四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自　平成23年９月21日
至　平成24年３月20日

自　平成24年９月21日
至　平成25年３月20日

自　平成23年９月21日
至　平成24年９月20日

売上高 （千円） 8,912,104 10,928,225 16,469,561

経常利益 （千円） 1,017,503 1,491,865 1,429,801

四半期（当期）純利益 （千円） 499,630 883,391 1,176,768

四半期包括利益又は

包括利益
（千円） 504,215 868,871 1,187,429

純資産額 （千円） 10,744,501 13,409,528 11,363,971

総資産額 （千円） 16,268,592 20,409,268 17,715,296

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 99.68 153.75 234.32

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 99.41 153.61 233.77

自己資本比率 （％） 66.0 65.7 64.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 109,650 △743,992 583,311

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 248,989 △236,422 97,893

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △107,166 276,966 670,563

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 2,046,820 2,501,877 3,149,968

　

回次
第40期
第２四半期
連結会計期間

第41期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年12月21日
至　平成24年３月20日

自　平成24年12月21日
至　平成25年３月20日

１株当たり四半期純利益

金額
（円） 31.17 66.92

　(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

　(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要を背景に景況感に改善の兆しが見られるなか、昨年末

に発足した新政権への期待感から株価の回復、円安基調への転換で輸出環境の改善や消費者心理の改善など国内に

活況が戻ってきた感もあります。一方で海外経済の減速、輸入物価の上昇で原料高懸念など景気の先行きは楽観で

きない状況であります。

　このような状況のなか、当社グループの主事業である環境資材事業におきましては、社会資本の整備・維持に携わ

る会社として、東日本大震災の復興事業はもとより、全国へ安定的に資材を供給し責任を果たしてまいりました。

　テクニカルサービス事業では、平成25年２月に営業・開発力強化のため連結子会社であるテクノス株式会社に当

社テクニカルサービス事業を集約しました。

　

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は10,928百万円（前年同期比22.6％増）となりました。利益面に

おきましては、営業利益は1,383百万円（同39.0％増）、経常利益は1,491百万円（同46.6％増）、四半期純利益は

883百万円（同76.8％増）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

（セグメント別売上高）　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年９月21日　至　平成25年３月20日）

セグメント別 金額（百万円） 前年同期比（％） 構成比（％）

環境資材事業 9,760 18.7 89.3

テクニカルサービス事業 779 161.7 7.1

その他の事業 388 △1.1 3.6

合計 10,928 22.6 100.0

　

（環境資材事業）

　環境資材事業では、厳しい経営環境が続くなかにあっても、当社グループの製品は市場から一定の評価を受けてお

り、主力の盛土補強材・河川資材のほか維持補修資材に対する需要は堅調に推移しました。この結果、売上高は

9,760百万円（前年同期比18.7％増）、営業利益は1,533百万円（同27.2％増）となりました。

　

（テクニカルサービス事業）

　テクニカルサービス事業では、連結子会社のテクノス株式会社の業績が加わり、売上高は799百万円（前年同期比

161.7％増）、営業利益は152百万円（同185.5％増）となりました。

　

（その他の事業）

　その他の事業は、売上高は388百万円（前年同期比1.1％減）、営業利益は43百万円（同79.1％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,693百万円増加し20,409百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金が648百万円、繰延税金資産が41百万円、投資有価証券が77百万円、それぞ

れ減少したものの、受取手形及び売掛金が3,039百万円、たな卸資産が310百万円、有形固定資産が176百万円、それ

ぞれ増加したことによるものであります。

　

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ648百万円増加し6,999百万円とな

りました。これは主に、短期借入金が900百万円、賞与引当金が98百万円それぞれ減少したものの、支払手形及び買

掛金が1,398百万円、未払金が36百万円、未払法人税等が142百万円、それぞれ増加したことによるものでありま

す。

　

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,045百万円増加し13,409百万円

となりました。これは主に、資本金が638百万円、資本準備金が638百万円、利益剰余金が782百万円それぞれ増加し

たことによるものであります。

　

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ648百万円減少（前期末

比20.6％減）し、2,501百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用したキャッシュ・フローは743百万円（前年同期は109百万円の収入）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益1,488百万円、減価償却費229百万円、仕入債務の増加額1,398百万円等の収入

と、売上債権の増加額3,039百万円、たな卸資産の増加額310百万円、法人税等の支払額434百万円等の支出による

ものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用したキャッシュ・フローは236百万円（前年同期は248百万円の収入）となりました。これ

は主に、投資有価証券の売却138百万円、投資有価証券の償還100百万円等の収入と、有形固定資産の取得315百万

円、投資有価証券の取得139百万円等の支出によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られたキャッシュ・フローは276百万円（前年同期は107百万円の支出）となりました。これ

は主に、株式の発行による収入1,273百万円等の収入と、短期借入金の純減少額900百万円、配当金の支払額100百

万円等の支出によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動　

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、７百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,500,000

計 15,500,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年３月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年５月２日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,842,760 5,842,760
東京証券取引所

（市場第一部）

１単元の株式

数は100株であ

ります。

計 5,842,760 5,842,760 － －

　(注)　「提出日現在発行数」欄には、平成25年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年12月21日～

平成25年３月20日

（注）　

6,0005,842,7602,0551,682,8642,0551,642,492

　(注)　新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

　 平成25年３月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

前田　征利 福井県福井市　 682,280 11.67

前田　尚宏 東京都港区　 583,880 9.99

有限会社尚佳　 福井県福井市松本２－30－６　 479,040 8.19

前田　佳宏　 東京都世田谷区 443,880 7.59

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
東京都中央区晴海１－８－11 365,900 6.26

帝人株式会社　 大阪府大阪市中央区南本町１－６－７ 360,000 6.16

前田　博美　 福井県福井市　 308,680 5.28

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社
東京都港区浜松町２－11－３ 233,200 3.99

ＭＤＫ従業員持株会　 福井県坂井市春江町沖布目38－３　 177,000 3.02

野村信託銀行株式会社　 東京都千代田区大手町２－２－２ 107,400 1.83

計 － 3,741,260 64.03

（注）１．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は354,100株で

あります。なお、それらの内訳は、投資信託設定分307,900株、年金信託設定分46,200株となっております。

　　　２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は208,300株でありま

す。なお、それらの内訳は、投資信託設定分156,900株、年金信託設定分51,400株となっております。

　　　３．上記野村信託銀行株式会社の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は107,400株であります。なお、内訳は、投

資信託設定分107,400株となっております。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年３月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　300 －
１単元の株式数は

100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,841,300 58,413
１単元の株式数は

100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　1,160 － －

発行済株式総数 　　　　　5,842,760 － －

総株主の議決権 － 58,413 －

 

②【自己株式等】

 平成25年３月20日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

前田工繊株式会社
福井県坂井市春江町

沖布目第38号３番地
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　(1) 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 不織布事業部長 取締役
製造本部長

兼不織布事業部長
片岡　英一 平成24年12月21日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年12月21日から平

成25年３月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年９月21日から平成25年３月20日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,160,078 2,511,989

受取手形及び売掛金 5,546,973 ※
 8,586,167

商品及び製品 2,185,910 2,416,920

仕掛品 258,337 331,993

原材料及び貯蔵品 992,091 998,309

繰延税金資産 296,341 262,618

その他 125,024 120,186

貸倒引当金 △30,239 △36,907

流動資産合計 12,534,516 15,191,279

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,922,037 3,986,218

減価償却累計額 △2,483,581 △2,535,504

建物及び構築物（純額） 1,438,456 1,450,714

機械装置及び運搬具 2,909,133 3,097,962

減価償却累計額 △2,499,225 △2,544,457

機械装置及び運搬具（純額） 409,908 553,505

土地 1,782,904 1,854,462

建設仮勘定 151,761 75,471

その他 1,115,246 1,188,019

減価償却累計額 △993,953 △1,041,551

その他（純額） 121,293 146,467

有形固定資産合計 3,904,324 4,080,621

無形固定資産

のれん 189,689 159,406

ソフトウエア 288,566 265,548

ソフトウエア仮勘定 2,604 －

その他 19,887 20,145

無形固定資産合計 500,746 445,100

投資その他の資産

投資有価証券 226,991 149,002

繰延税金資産 340,854 332,879

その他 219,082 220,305

貸倒引当金 △11,220 △9,920

投資その他の資産合計 775,708 692,266

固定資産合計 5,180,779 5,217,989

資産合計 17,715,296 20,409,268
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年３月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,732,748 4,131,039

短期借入金 900,000 －

未払金 629,758 666,484

未払法人税等 442,760 584,770

賞与引当金 417,135 318,954

設備関係支払手形 89,644 100,836

その他 121,132 167,245

流動負債合計 5,333,181 5,969,330

固定負債

繰延税金負債 37,571 36,711

役員退職慰労引当金 670,537 676,695

退職給付引当金 309,288 316,362

その他 747 640

固定負債合計 1,018,143 1,030,409

負債合計 6,351,325 6,999,740

純資産の部

株主資本

資本金 1,044,129 1,682,864

資本剰余金 1,003,757 1,642,492

利益剰余金 9,315,456 10,098,119

自己株式 △397 △453

株主資本合計 11,362,946 13,423,023

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,999 11,309

為替換算調整勘定 3,024 △24,804

その他の包括利益累計額合計 1,024 △13,495

純資産合計 11,363,971 13,409,528

負債純資産合計 17,715,296 20,409,268
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月21日
　至　平成24年３月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月21日
　至　平成25年３月20日)

売上高 8,912,104 10,928,225

売上原価 5,654,060 6,949,324

売上総利益 3,258,044 3,978,900

販売費及び一般管理費 ※
 2,262,845

※
 2,595,737

営業利益 995,198 1,383,163

営業外収益

受取利息 2,496 1,064

受取配当金 1,011 1,135

為替差益 15,560 107,105

受取保険金 2,857 －

その他 2,846 10,193

営業外収益合計 24,773 119,498

営業外費用

支払利息 1,491 508

減価償却費 977 991

株式交付費 － 9,295

営業外費用合計 2,468 10,796

経常利益 1,017,503 1,491,865

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,738

特別利益合計 － 1,738

特別損失

固定資産売却損 8,211 400

固定資産除却損 1,924 2,000

投資有価証券売却損 875 43

投資有価証券償還損 － 1,423

ゴルフ会員権売却損 5,064 －

その他 － 793

特別損失合計 16,077 4,659

税金等調整前四半期純利益 1,001,425 1,488,944

法人税、住民税及び事業税 465,638 572,038

法人税等調整額 36,157 33,513

法人税等合計 501,795 605,552

少数株主損益調整前四半期純利益 499,630 883,391

四半期純利益 499,630 883,391
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月21日
　至　平成24年３月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月21日
　至　平成25年３月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 499,630 883,391

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,144 13,309

為替換算調整勘定 △2,559 △27,829

その他の包括利益合計 4,585 △14,519

四半期包括利益 504,215 868,871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 504,215 868,871
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月21日
　至　平成24年３月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月21日
　至　平成25年３月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,001,425 1,488,944

減価償却費 193,517 229,125

のれん償却額 37,465 30,282

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24,156 5,368

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,890 6,157

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,437 7,073

賞与引当金の増減額（△は減少） △33,772 △98,181

受取利息及び受取配当金 △3,508 △2,199

支払利息 1,491 508

為替差損益（△は益） △16,623 △51,646

有形固定資産売却損益（△は益） 8,211 400

有形固定資産除却損 1,924 2,000

投資有価証券売却損益（△は益） 875 △1,695

投資有価証券償還損益（△は益） － 1,423

ゴルフ会員権売却損益（△は益） 5,064 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,535,056 △3,039,194

たな卸資産の増減額（△は増加） 153,598 △310,884

仕入債務の増減額（△は減少） 212,030 1,398,290

その他 229,668 22,363

小計 251,482 △311,863

利息及び配当金の受取額 3,571 2,504

利息の支払額 △1,491 △508

法人税等の支払額 △143,912 △434,124

営業活動によるキャッシュ・フロー 109,650 △743,992

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,610 △10,112

定期預金の払戻による収入 550,106 10,110

有形固定資産の取得による支出 △231,137 △315,973

有形固定資産の売却による収入 6,314 1,680

無形固定資産の取得による支出 △175,223 △19,944

投資有価証券の取得による支出 － △139,482

投資有価証券の売却による収入 106,537 138,435

投資有価証券の償還による収入 － 100,000

ゴルフ会員権の売却による収入 4,285 －

保険積立金の積立による支出 △1,284 △1,284

貸付金の回収による収入 － 150

投資活動によるキャッシュ・フロー 248,989 △236,422

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △900,000

株式の発行による収入 － 1,273,360

新株予約権の行使による株式の発行による収入 5,480 4,110

自己株式の取得による支出 △138 △56

配当金の支払額 △112,508 △100,446

財務活動によるキャッシュ・フロー △107,166 276,966
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年９月21日
　至　平成24年３月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年９月21日
　至　平成25年３月20日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,391 55,356

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 267,864 △648,090

現金及び現金同等物の期首残高 1,778,956 3,149,968

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,046,820

※
 2,501,877
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年９月21日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ6,604千円増加しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年９月20日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年３月20日）

受取手形 ―　　　　　　 73,289千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主なものは、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年９月21日
至  平成24年３月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年９月21日
至  平成25年３月20日）

荷造運搬費 450,218千円 540,236千円

役員報酬 41,962千円 60,617千円

給与及び手当 617,491千円 689,071千円

賞与引当金繰入額 188,796千円 210,171千円

退職給付費用 31,162千円 34,267千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,890千円 6,157千円

減価償却費 70,890千円 76,352千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年９月21日
至  平成24年３月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年９月21日
至  平成25年３月20日）

現金及び預金勘定 2,357,430千円 2,511,989千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △310,610千円 △10,112千円

現金及び現金同等物 2,046,820千円 2,501,877千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年９月21日　至　平成24年３月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月25日

取締役会
普通株式 112,760 22.50平成23年９月20日平成23年12月19日利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月２日

取締役会
普通株式 75,292 15.00平成24年３月20日平成24年５月21日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年９月21日　至　平成25年３月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月26日

取締役会
普通株式 100,728 20.00平成24年９月20日平成24年12月20日利益剰余金

（注）１株当たり配当額20.00円には、創立40周年記念配当5.00円が含まれております。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月１日

取締役会
普通株式 87,636 15.00平成25年３月20日平成25年５月20日利益剰余金

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成24年10月10日付で公募による新株式発行（一般募集）について払込みを受け、また、平成24年

10月24日付で野村證券株式会社から当社株式の売出し（オーバーアロットメントによる売出し）に関する

第三者割当増資について払込みを受けました。また、当第２四半期連結累計期間において、ストックオプショ

ンの権利行使がなされております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本金が638,735千円、資本準備金が638,735千円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において、資本金が1,682,864千円、資本準備金が1,642,492千円となっておりま

す。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年９月21日　至　平成24年３月20日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

環境資材
事業

テクニカル

サービス事業
計

売上高  　 　     

外部顧客への売上高 8,221,665297,8898,519,554392,5498,912,104 － 8,912,104

セグメント間の内部

売上高又は振替高
5,218 1,520 6,739 90,47997,218△97,218 －

計 8,226,883299,4098,526,293483,0299,009,323△97,2188,912,104

セグメント利益 1,205,23253,4621,258,69524,5341,283,230△288,031995,198

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不織布事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△288,031千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年９月21日　至　平成25年３月20日）

　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

環境資材
事業

テクニカル

サービス事業
計

売上高  　 　     

外部顧客への売上高 9,760,437779,59010,540,028388,19710,928,225－ 10,928,225

セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,611 174 9,785129,347139,133△139,133 －

計 9,770,048779,76510,549,814517,54511,067,359△139,13310,928,225

セグメント利益 1,533,329152,6111,685,94143,9301,729,871△346,7071,383,163

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不織布事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△346,707千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、主に当社の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントの変更等に関する情報

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年９月21日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ

「環境資材事業」で4,636千円、「テクニカルサービス事業」で690千円、「その他」で1,219千円増加しており

ます。
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　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年９月21日
至　平成24年３月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年９月21日
至　平成25年３月20日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 99円68銭 153円75銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 499,630 883,391

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 499,630 883,391

普通株式の期中平均株式数（株） 5,012,229 5,745,598

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 99円41銭 153円61銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 13,616 5,260

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

　

（重要な後発事象）

    （更生会社ワシ興産株式会社等の再建支援に関するスポンサー契約の締結）　

        当社は、平成25年４月16日付で経営再建中である更生会社ワシ興産株式会社及び更生会社ワシマイヤー株式会社

（以下、２社を総称して「対象会社」という。）の管財人と、対象会社の支援を目的としたスポンサー契約（以下

「本契約」という。）を締結いたしました。

　

１．本契約締結の理由

　　　　当社グループは、インフラ（社会資本）の整備・維持に携わる会社として、土木資材の製造・販売を行う「環境資材

事業」と各種繊維を原料とした産業資材や不織布の製造・加工・販売を行う「産業資材事業」に取り組んでおり

ますが、高度なものづくりのノウハウと知名度を持つ対象会社が経営再建のプロセスに入ったことを受け、かかる

経営再建の支援の可能性について検討いたしました。その結果、当社グループにとって、事業規模の面から、当社グ

ループの新たな事業の柱となりうること等が期待できると考え、本契約の締結に至りました。

　

２．本契約の概要

　　　  対象会社の再建支援に係る本契約の概要は以下のとおりです。なお、再建支援の詳細は今後作成される更生計画案に

おいて定められることになります。

　    ・対象会社においてその発行済み株式をすべて無償取得・消却（いわゆる100%減資）のうえ、対象会社が新たに発

行する株式のすべてを当社が引き受けるとともに、別途事業上必要な運転資金を当社から対象会社へ貸付する。

      ・当社は、かかる株式の引き受けにより、対象会社に総額56億３千万円を拠出し、当該資金は更生債権等の弁済に充

当される予定である。なお、当社による資金提供は、更生計画案の可決、その認可決定の確定等の条件充足を前提

とする。

　

３．本契約の締結が財政状態および経営成績等に及ぼす影響

　　    更生計画案の認可、その後の子会社化等の日程に関しましては未定であるため、本契約の締結が当社グループに与

える影響については未定であります。
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２【その他】

平成25年４月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………87,636千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年５月20日

（注）平成25年３月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成25年4月26日

前田工繊株式会社  

取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川﨑　洋文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　明　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている前田工繊株式会社

の平成24年９月21日から平成25年９月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年12月21日から平成

25年３月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年９月21日から平成25年３月20日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、前田工繊株式会社及び連結子会社の平成25年３月20日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

  重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成25年４月16日付で更生会社ワシ興産株式会社及び更生会社ワシ

マイヤー株式会社の管財人と、再建支援を目的としたスポンサー契約を締結している。

  当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
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（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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